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伊方町議会第８４回定例会に係る一般質問通告内容 

 

質問者 質問の大綱 質問の相手 

安堂 廣道 議員 １ 三崎高校通学バス運行及び学校再編に伴う通学

バス運行について 
教育長 

質問の要旨 

 伊方町内の高校生の多くは、八幡浜市内の高校に通っておりますが、その子ども

たちのほとんどは、親が送迎したり、民間のバスで通学しております。 
 伊方町が補助を行う三崎高校生の寮費や無料バス通学と比べると、家計負担や、

保護者の負担は、開きがあるのではないかと考えます。 

 もちろん、三崎高校を選んでいただいた多数の子ども、保護者の皆さんには、感

謝しております。 

 地域行事の手伝い、地域伝統の継承、何より１０代の子どもたちが伊方町内を歩

いていただけることだけで、活気づいております。 

 しかしながら、生まれながらに伊方町内に住み続けて、小さいころから地域行事

に参加し地域伝統を継承してくれた、八幡浜方面の高校に通う子どもたちもまた伊

方町の大切な子どもたちです。 

 バスの購入経費や維持経費のほとんどが伊方町からの補助でなりたっていること

を考えれば、その利用は三崎高校生に限定するのではなく、八幡浜市内の高校に通

学する生徒にも広げていくべきではないかと考えます。 

 現時点の考えでは、夕方発の三崎高校から八幡浜方面に生徒を送る帰り便に、八

幡浜市内の高校から伊方に帰る子どもたちに乗車していただく事が可能ではないか

と考えます。 

 実現に向け取り組みを始めていただく段階では、便数や時間の把握と、八幡浜市

内の高校に通学している生徒に、意識調査を行っていただきたいと考えます。 

 町補助事業による利益の公平の観点から、ぜひとも三崎高校生以外の地元在住高

校生への利用拡大を求めますので、教育長の御所見をお聞かせください。 

 また、小学校の統合が進む中、通学バスの見直しも同じく考えてはいかがでしょ

うか。 

 近年の夏場の猛暑、熱中症対策等と、冬場の通学路の外灯不足などを踏まえて、

子どもたちの安全な通学、また保護者が安心できる通学を考えていただきたい。 

 一例をあげますと、大浜からの通学バスには座席に余裕があり、仁田之浜地区の

生徒を乗せてもいいのではないかと考えます。 

 同様に、瀬戸地域、三崎地域の通学に対して見直しを検討をしてはいかがかと考

えます。  

 すぐには難しいかと思いはしますが、前向きな検討をお願いします。 

 こちらも同様に、教育長の御所見をお聞かせください。 
 


